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【ほっこり声価隊】せいかたい

、生き辛い人の社会参画を応援p.1

。
p.03

さつまいも商會

広報誌 聲-Voice-

に出す。
ほっこり声価隊／ウェルカム活動報告

p.14 五月MIX会で話したこと

p.6~8
【ぴゃんちゃんの生き辛さ】

見えぬ苦労と生き辛さ

p.11

p.13

９人の声が示す現実

発達特性とLGBTsを

話せる場【ウェルカム】
ダブルマイノリティの居場所

Take Free
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この冊子「聲 -Voice-」は、

さつまいも商會の取り組んでいる

２つの活動「ほっこり声価隊」と

「ウェルカム」のいまをお届けする、

無料の広報紙です。
　

はじめての方にも分かるように、

活動の基本を毎号お伝えします。
　

SNSで流れて消えてしまう声でなく、

必要な人の手元に残る紙として、

大切な声とつながりを届けていきます。

さつまいも商會とは？

生き辛さを抱える人の
声を記録し、必要な人へ
届ける活動です。 
 当事者の目に見えない
苦 労 や 生 き 辛 さ を 、

支 援 者 や 理 解 者 、

支える皆さんへ発信し、
当 事 者 の 社 会 参 画 を

応援します。

ー ー ー ー ー ー ー

語りは価値だ。
　

生き辛さを抱える人の語りを、

「感動話」として消費せず、

価値ある記録として残す活動です。

当事者同士で安心して話せる当事者の語りを記録する
安心して話ができます。語りを通じ、大切に発信します。

声を受け取る応援 いるだけでも、支えになる
当事者の社会参画を応援します あなたの声が、誰かの安心に。

毎月対面で開催中（都内）深掘り冊子で、声を残す
語りを必要な人へ届けます。 誰でもウェルカム!!

詳しくはP.03を御覧ください 詳しくはP.05を御覧ください

さつまいも商會の活動を知ってもらうための無料広報誌です。

活動報告や当事者の声、みんなの質問、コラムなどを通じて、

つながりや理解のきっかけになることを願っています。

■年数回発行(不定期) ■無料配布 ■設置/配布も募集中

発達障害×LGBTs×居場所
　

困りごと、工夫、恋愛、人間関
係、日々のこと。否定されずに話
せる場をつくっています。

発達障害のあるLGBTsのための居場所。



003

この冊子は「聲‐Voice‐Vol.003」では、


さつまいも商會の活動と、


「ほっこり声価隊」「ウェルカム」の今をお届けします。

はじめて手に取った方へ 16 スペシャルサンクス
さつまいも商會/

ほっこり声価隊/ウェルカム

お世話になっている団体様

目次 17 質問コーナー

あなたの普通で息できない 18 永太郎コラム
2「ただ言うだけ」が苦しい

06 19 編集後記

11 20 奥付・お問い合わせ

13

14

15 配布・設置のお願い

声価隊メンバー紹介
２　ぴゃんちゃん

声価隊メンバー一覧
９名の声

ウェルカムとは？
発達ゲイ会・発達MIX会

ウェルカム活動報告
発達MIX会　2026年５月開催

02１
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あなたの普通で

息できない【2】
報告できない＝やる気がない＝不真面目などではありません。

怒られることを想像するだけで、思考・言葉が止まる人もいます。
仕事が遅れた、ミスをしていた、予定通りにできない…
はたから見ると「早く言えばいいだけ」「反省していない」と、

誤解されがちですが、本人の中では全く異なることが起きています。

「ただ言うだけ」が、苦しい。・・当事者インタビュー

後で指摘され怒られる or 先に謝り怒られる…

どちらも苦しいですが、報告・連絡・相談等を

行うこと自体がとても高度な技術でもあるのです。

遅れる 怒られる

恐怖言わない

さらに遅れる 言い訳に

見られそう

怒られる
自分を


責める気持ち何で早く言わない???

なんで

出来ないの？

上手に

説明できない

謝罪内容が

思いつかない

相手の

反応が


分からない

03 ３
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報告には、いくつもの処理が含まれています。

何が起きたか

整理する

どこまで

遅れているか

確認

相手に

どうやって

伝えるか？

怒られた時の

反応に耐える

適切な

対応策を

考える

これらを一度に求められるほど、頭の中がいっぱいになる人がいます。

過去に強く怒られた経験がるほど、報告する前から体が身構えてしまいます。

説明が言い訳に

勘違いされる

また怒られる どうせ責められる

後で、ちゃんと

言おう…

そう考えるうちに…

報告はさらに

遅れていきます。

「なぜ言わなかった？」だけでは、本人はさらに固まりやすくなります。

必要なのは早く報告できる形を一緒に作ることです。

途中で報告

して良いと

決める

本人が

相談しやすい

方法を決める

責める前に

状況確認

完璧な説明を

求めない

短い説明用

テンプレを

用意する

「日常の中で詰まる場面」を話しています。

だらしなさではなく、どこで止まるのか？



似た経験を持つ仲間の言葉が

自分を攻めすぎないヒントに

なるかもしれません。


見えない負荷を感動話でなく、

記録として残します。

出来ない結果だけでなく、

できなくなるまで何が起きたか？

その背景を知ることが大事です。

04
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「報告」だけでない、

それぞれの「息できない」

\生きづらいこと/

報告・連絡・相談のように、外からは「簡単な行為」に見えることでも、 
本人の中では大きな負荷になっていることがあります。



けれど、それは「報告・連絡・相談」だけの話ではありません。

自分の特性を

説明すること

働くこと 人間関係 恋愛 時間管理 支援制度

声価隊の９名の語りには、それぞれ違う形の「見えない苦労」があります。

※在籍人数は2026年5月22日現在

「息できない」＝生きづらさ＝見えない苦労
その人の行動の前にある、

特性・環境・過去・生活の負担のことです。

外から見えなくても、その人の「できる・出来ない」に大きく関わります。

声を聞くことで、理解は少しづつ深ままります。

理解が広がることで、働きやすい社会が作られていきます。

ひとりひとりの声が、誰かの「分からない」を「わかる」に変えていきます。

05 さつまいも商會
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声価隊メンバー紹介【２】
ほっこり声価隊は生き辛さを抱えた当事者の語りを大切に記録し、

価値ある声として社会に届けるチームです。

毎号声価隊メンバーを発信します。今回のメンバーは”ぴゃんちゃん”です。声価隊

【その１】

\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\

ぴゃんちゃん
発達特性への自覚を持ちながら、診断を受けない

「グレーゾーン」のまま働き続けてきた人。



「一回言われただけでは、ほぼ理解できていない
ことが多い」——その感覚を、仕事や日常の具体
的な場面から語ってくれました。

この声から考えたいこと

・・・・・・・・・・・・・

グレーゾーン

発達障害

一般就労

生きづらさ

事務職

ピアノ

ぴゃんちゃんの経験は、単に「仕事でミスが多い」
という話ではありません。

電話対応、ミーティング、複数人での会話、職場で
の突発的な判断——その場で何とか対応している
ように見えても、後から振り返ると、本人の中で
は情報が抜け落ちていたり、リスクが見えていな
かったりすることがあります。

　

この記録では、本人の不注意や努力不足として片
づけられがちな出来事を、どんな場面で判断がず
れ、どのように摩耗が積み重なっていったのかと
いう視点から見つめ直しています。　

次のページに続きます 06

タグ名・・・・・・・・・・・・・



003-さつまいも商會

声価隊メンバー紹介【ぴゃんちゃん】

「掃除くらいできるでしょ」の
■深堀り冊子の内容の一部をご紹介・・
前に…

ぴゃんちゃんの日常の障害いきずらさ

掃除機の型番が違う
知っている掃除機と違う。

どこを押すのか、

どう動かすのか。

その時点で、頭の中に

迷いが生まれます。

掃除の範囲が見えない
どこまで？どのように？

勝手に人の机に入るのか

通路だけで良いのか？

「正解」が見えず

混乱します。

聞けない空気がある
勝手にやって怒られる…

何もしない訳にもいかず…

聞く・判断するも出来ず、

フリーズ。

頭の中では必死。

外からはただ止まって見える。

これは掃除機が使えない話ではありません。
暗黙のルールが見えないまま。失敗だけを見られた記録です。

07 さつまいも商會
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新卒自体の傷跡
嘲笑、フリーズ、そして「出来ない人」にされる怖さ

新卒のぴゃんちゃんに必要だったのは、

「なぜ出来ないの？」という言葉ではなく、

どこで止まっているのかを一緒に確認する時間でした。

外から見えたこと 本人の中で起きていたこと

掃除中に

立ち止まっている

大きな通路だけを

掃除している

機種が違って分からない

掃除の範囲が分からない

勝手に触っていいか

分からない

自分から

聞きに来ない

怒られる未来を想像する

聞くことも怖い
動きが遅い

身体がフリーズする

周囲には、

「やる気がない」

ように見えてしまう。

本人の中では、

判断ができないまま、

思考だけが回り続けている…

その一言は、冗談では終わりません。

困っていることを説明する前に、

「出来ない人」として笑われる記憶になった。

暗黙のルールが見えない職場で、本人がどう固まり、

どう傷ついていったのかを残す記録です。

08
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ここまで紹介したぴゃんちゃんの経験は、

冊子に収められている記録の一部です。

「普通は分かる」が

　分からない。

困りごとが、

嘲笑に変わる。

助けを求める前に、

限界が来る。

それらは「かわいそう」ではなく、

一人の当事者が社会の中でどう判断し、

どこで摩耗してきたのかを残す記録です。

この続きは、

冊子で確かめてください。

ぴゃんちゃんの


冊子はこちらから


支援できます。

支援者・アライの方には
見えていなかった負担に

気づく材料として。

同じように悩む当事者には
自分だけでなかったと、

思えるきっかけとして。

当事者の社会参画の応援します。
一冊を手に取っていただくごとに、語り手本人への謝金として還元します。 

これは寄付ではなく、語りを価値ある記録として受け取る仕組みです。

＜純利益の7割＞

09 さつまいも商會
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冊子本文サンプル
本編の一部を、少しだけ。

中傷される

大学に通うこと

が強い苦痛

「さすがホモだね」
いじめられた。

学内に居場所が

なくなる。

、

このページは、


ぴゃんちゃんの深掘り冊子の


一部です。 

本編では、出来事の背景と、 

その後の判断の流れをさらに


記録しています。  

この記録は、感動話ではなく、 

見えないコストを


考えるための材料です。

10
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支援 純利益の

声価隊メンバーそれぞれの「声の記録」を、冊子・記事としてお届けしています。

気になった語り手の記録は、右下のQRコードから一覧ページでご覧いただけます。

発達障害
普通に見える

裏のコスト

発達障害

（グレーゾーン）
一回で理解

できない

苦しさ

発達障害

資格だけで
は働けない

発達障害

好きだけでは
続けられない

鬱と休職

働き続ける
ための摩耗

発達障害
わかって

いても

動けない

発達障害
できるはず

が、詰まる

発達障害
あいまいさに
削られる

発達障害
隠して働く

しんどさ

https://satsumaimo-shokai.com/seikatai.php#speaker
声価隊メンバー一覧はこちらから

11
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純利益の

あなたの”語り”が、誰かの気付きになる。

募集対象
障害・マイノリティ・生きづらさなど、

社会の中で「語りたい」「伝えたい」経験がある方。

活動内容
対話・語り・展示・演奏・教室など、

自分らしい形で”声”を届ける活動にご参加頂けます。

対話尊重 一方通行ではないやりとり（キャッチボール的な対話）、

他社への敬意、そして安全な場作りを尊重します。

参加基準
政治・宗教・た暴力的言動など、

対話の妨げになる活動への関与が見られる場合、参加をお断りします。

参加形態
活動ごとに、出演条件・謝金・税務対応を明確にするため、

基本契約書を必ず取り交わします。

参加手順
簡単な事前説明・面談を行い、

双方が安心して参加できる形を確認します（オンライン/対面どちらも可）

当面は、

深堀りインタビュー

冊子での発信が

メインになります。

あなたの声も、

誰かの気づきになります。 
 


話すこと、表現すること、支えること。 
 できる形で、

声価隊に関わることができます。

12

声価隊では、当事者語りを

深堀りインタビューとして

冊子にまとめ、発信して
います。

経費を差し引いた額の7割が

本人の社会参画としての
謝金として届きます。

支援

声価隊　登壇・表現メンバー募集支援
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発達障害とLGBTsなどのことを、 
安心して話せる自助会です。

困りごと、生活の工夫、恋愛、人間関係。 
ふだん話しにくいことを、当事者同士で

安心して話せる場をつくっています。

LGBTs等の、

発達障害の自覚がある

ゲイバイ男性の会（発達ゲイ会）

毎月第二土曜日　開催
障害

ウェルカムの

大切に

していること

当事者同士で安心して話せる 

誰かの役に立つ経験を分かち合う 

定期的に、リアルで開催する 

プライバシーと安全を守る

ウェルカムの定期開催
毎月第四土曜日　開催
誰でも参加できる

発達ミックス会

発達特性の自覚がある 
ゲイ・バイ男性のための会です。

恋愛、仕事、生活の工夫などを、 
安心して話せる場です。



【開催時間】13:00〜16:00予定
６ 3 3

発達障害やLGBTsに理解があれば、 
どなたでも参加できます。

当事者、支援者、関心のある方が、 
ゆるやかに話せる場です。



【次回開催】 13:00〜16:00予定
6 7 3

「努力で変わる」という誤解を解くために。発達障害って？

 LGBTQや発達障害は、利き手と同じ『生まれ持った特性』であり、

努力で変えられる趣味や病気ではありません。



本人の意志で選んだものではなく、治療して治るものでもないのです。



変えるべきは、本人ではなく周囲の誤解です。

目指します

LGBTsって？

最新の開催予定や申込は、 
ウェルカム公式ページをご覧ください。

13
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2026年5月23日（土） 
13:00〜16:00／東京

前回の発達ミックス会では、 
「怒りなどのメンタルコントロール・ケア」をテーマに話しました。

怒りは、ただ我慢すればよいものではありません。 
その奥には、期待、不安、疲れ、責任感、過敏さ、 
「こうあるべき」という思いが隠れていることがあります。

怒りは、

どんな時に起きる？

爆発する前に、

どうする？

怒りと、

どう生きる？

理不尽な扱いを受けた時。 
何度伝えるのに届かない時。 
責任を取らない人を見た時。


怒りの背景には、 
「相手にこうしてほしい」

という期待があることも。 
期待が大きいほど、裏切
られた時の怒りも強くな
ります。

怒りを消すことは難しい。 
小出し、安全な場所で吐き
出すことが大切です。

メモに書く。 
誰かに確認する。 
ChatGPTに壁打ちする。 
一度その場から離れる。

周囲を適度に巻き込み怒り
を外に出す工夫が話されま
した。

怒りは、相手を動かす武
器にすると、自分も相手
も苦しくなります。

怒る側が正しい、怒られた側
が悪い、とすぐに決めつけ
ず、前提や価値観の違い
を見つめること。

今回は、怒りを抑える場でな
く、「本当は何が辛いのか」を
言葉にする時になりました。

相手への期待／

裏切りの失望感

怒りの小出し/AI壁打

/周囲に発信

 怒りを武器にしない 
善悪をすぐ決めつけない

今回のまとめ

発達MIX会 開催報告
〜怒り・イライラとどう付き合うか〜3

今回の発達MIX会では、怒り、イライラ、期待、べき思考、感情の爆発、

セルフケアなど、多くのテーマが出ました。共通していたのは、怒りをただ
悪い感情として抑え込むのではなく、その奥にある疲れや不安、つらさとど
う付き合うかという問いです。簡単な正解はありません。 
それでも、同じ場で話すことで、「怒ってしまう自分だけではなかった」と
感じられる時間になりました。

14
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設置・配布のお願い
この冊子を、必要な人に届けたいです。

あなたの協力が、当事者の社会参画を支える力になります。

■ あなたの協力が、未来をつくります

この冊子は、 声価隊メンバーの声を届けるための紙です。

手に取った人が、 「自分だけではなかった」 
 「知らなかった苦労があった」 と思えるきっかけになります。

設置・配布にご協力いただける方を募集しています。

設置・配布のご協力をお願いします。 設置・配布のご協力を頂ける方へ

この冊子は、無料でお配りしています。 
必要な人に届く場所へ、置かせて下さい。

冊子の設置・配布をご希望の方は、 
下記QRコードからご連絡ください。

店舗・事業所

施設・団体

学校・教育機関 インスタ

はこちら

X(旧Twitter)

はこちら

イベント・セミナー

ご友人・知人への手渡し

ご協力いただける内容

設置/ 手渡し/ SNSでの紹介

周囲への声かけ

無理のない形で大丈夫です。

広がることで、変わる未来があります
この冊子が届くことで、 誰かが自分の苦労に気づけるかもしれません

声価隊メンバーの声が、 社会の中で価値あるものとして 
 受け取られるきっかけになります。

一人でも多くの人に届くよう、 設置・配布へのご協力をお願いします

お声がけも、大きな支援です

「これ、置けるかも」 
 「この人に渡したい」 
 すべてが応援になります。

15

読んで支援・最新情報はこちら 
活動情報を掲載しています。

気になった方は、 
 QRからご覧ください。

読んで支援する
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さつまいも商會 聲 -Voice- Vol.003 の発行にあたり、 
日頃より活動を応援・協力してくださっている皆さまへ、 
心より感謝をお伝えします。

多様な生き方を尊重し、知識発信や

経験の共有を続けている団体様です。

声価隊の活動にも、あたたかい関心と

応援を寄せてくださっています。

すこたんソーシャルサービス　様


メンタルヘルス、産業保健、セクシュア
リティなど、幅広いテーマで発信。当事
者や支援者にとって、 学びや気づきの
きっかけになる場をつくっています。

勇者の部屋　様


発達障害のあるLGBTs当事者のための、 
自助・共助を目的としたグループです。

同じ立場の人が安心して話せる場を、 
継続してつくっています。

いろは会　様


公式サイト

そして、すべてのつながりへ

多くの支えを

いただいています。

見 え て い な い 応 援 、 
そ の 一 つ ひ と つ に 、
感 謝 し て い ま す 。

聲 -Voice- は、皆さまの応援で続いています。

知ること、手に取ること、誰かに伝えること。

その小さな行動が、当事者の声を社会へ届ける力になります。

16

公式

WEBサイト
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あああ

読者や参加者から寄せられた質問に、 
さつまいも商會の考え方でお答えします。

声価隊に関する質問 ウェルカムに関する質問

本人の失敗を書いて大丈夫なの？ 怒りやイライラの話をしてもいい？
責める為に書いている訳ではありません。 
「できなかった結果」だけでなく、その前に

どんな混乱や負荷があったのかを、本人の
声と確認をもとに記録しています。

読んだあと、どう受け止めればいい？
正解を急いで出す必要はありません。 
「なぜできないのか」と決めつける前に、 
どんな条件が重なっていたのかを考える 
きっかけとして受け取ってください。

話ができなくても大丈夫ですか？
大丈夫です。 
きれいに話す必要はありません。 
まとまらない気持ちを、少しずつ言葉に
していく時間として参加できます。

誰を目的としているの？
支援者や周囲の人も読んで頂きたいです。

ぜひ読んでください。当事者の語りは、

本人だけのものではなく、職場、家族、

支援者、理解者が見えにくい負荷に

気づくための材料にもなります。

途中でしんどくなったら、

どうすればいいですか？
無理に話し続ける必要はありません。 
休む、聞くだけにする、少し距離を取る。 
自分を守りながら参加できることを大切
にしています。

みんなの質問から、次のテーマが生まれます
疑問や違和感が、誰かにとって大切な気づきになることがもあります。

「これって聞いていいのかな？」と思うことも、ぜひ気軽にお寄せ下さい。

17

大丈夫です。 
ただし、誰かを攻撃するためではなく、 
その怒りの奥にある疲れ、不安、期待、 
しんどさを一緒に見つめる場として扱い
ます。 発達障害
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わかってもらえない痛みと、

それでも続ける理由
　声価隊として外に向けて本格的に動き始めてから、まだ二か月ほどで
す。冊子も、手に取ってもらえた数はまだわずかです。それでも私にとっ
ては、当事者の語りを「無料の体験談」や「感動話」で終わらせず、価値
ある記録として届けたいという思いを、ようやく外に出し始めた大切な活
動です。


けれど、その思いがまっすぐ届くとは限りません。

ある当事者の集まりで、声価隊のことや自分自身の生きづらさを話したと
き、客席の中から軽く笑われたように感じる場面がありました。 
その人にどんな意図があったのかは分かりません。深い意味はなかったの
かもしれません。それでも、私の心には思った以上に残りました。

同じ当事者であっても、別の当事者の生きづらさをすぐに理解できるとは
限りません。 
特性も、環境も、傷ついてきた場面も、人によって違います。

そう考えて、自分の心の境界線を守ろうとはしています。 
けれど、分かっていても、つらいものはつらいです。

なぜ、当事者の声に価値をつけることは、こんなにも伝わりにくいのだろ
う。なぜ、誰かの語りを無料で聞くことには慣れているのに、その語りに
対価を払うことには距離があるのだろう。


——わかってもらえない痛み。 
——笑われたように感じた悔しさ。 
——それでも、当事者の語りには価値があると信じたい気持ち。


その全部を抱えたまま、声価隊を続けています。


18
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　さつまいも商會 聲 -Voice- Vol.003 をお読みいただき、ありがとうござ
います。第2号を出してから、また1か月ほど。牛歩のようにのんびりと、
SNSで告知を続けたり、冊子を配布するために、ひたすら冊子を1枚ずつ作
り続けています。


正直に言えば、まだ大きな反応がある活動ではありません。冊子を手に取って
くださる方も、少しずつです。思うように広がらないもどかしさや、伝わら
なさに傷つくこともあります。それでも、こうして第3号まで作ることがで
きました。


今回の号では、「あなたの普通で、息できない」の2回目として、

報告や相談の前で固まってしまう苦しさを取り上げました。 
また、声価隊メンバー・ぴゃんちゃんの記録から、暗黙のルールが見えな
いまま職場で摩耗していく姿も紹介しました。外から見れば、ただの失敗
に見えること。「なぜできないの？」で終わってしまうこと。でも、その
前には、本人の中で起きている混乱や、言葉にできない負荷があります。


聲 -Voice- は、そうした見えにくいものを、少しずつ紙に残していくため
の冊子です。きれいな正解を出すためではなく、誰かの「分からなかっ
た」を、少しだけ「そういうことだったのか」に変えるために作っていま
す。


まだ小さな活動です。作る速度も遅く、できることも限られています。 
けれど、声を記録すること、手に取れる形にすること、必要な人のもとへ
届けることには、意味があると信じています。


この冊子を読んでくださったこと。誰かに渡してくださること。 
SNSで見かけて、少しだけ気に留めてくださること。

その一つひとつが、活動を続ける力になります。

これからも、無理のない歩みで、当事者の声を「なかったこと」にしない
ための記録を残していきます。今後とも、さつまいも商會と声価隊を、ど
うぞよろしくお願いいたします。

19
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声価隊メンバー紹介ページ
気になった声価隊のメンバーが

いましたら、こちらから

ご覧下さい。

https://satsumaimo-shokai.com/seikatai.php#speaker

発達障害のある

LGBTsの自助会

毎月第二土曜日 午後
対象は発達障害のご自覚のあるゲイバイ男性

(未診断OK)

毎月第四土曜日 午後
発達障害とLGBTsにご理解があれば

誰でもウェルカム！！
会場：都内 参加費：500円

参加にあたってのお願い
本人のみのご参加となります。（付き添いの方はご遠慮ください）

18歳以下の方のご参加はNG。

会で話した個人が特定される恐れのある内容は口外厳守。

暴力、差別、中傷、宗教や政治の勧誘行為はNGです。

会場：都内会場：都内 参加費：500円参加費：500円
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